
わ
っ
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
が
あ
る
と
、「
僕
も
ね
、

そ
う
い
う
こ
と
あ
る
よ
。」「
家
の
犬
は

ね
・
・
・
。」
な
ど
と
、
お
話
と
重
ね
合

わ
せ
て
新
鮮
な
感
想
が
ポ
ン
ポ
ン
飛
び
出

し
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
贈
呈
式
の

時
も
、
お
家
の
方
と
一
緒
に
体
を
寄
せ

合
っ
て
本
を
読
み
入
る
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
本
が
好
き
な
子
ど
も
た
ち
に
な
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

給
食
も
毎
日
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
四
時
間
目
に
な
る
と
、

「
お
腹
す
い
た
あ
。」

と
い
う
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。
最
初
は
、

全
部
食
べ
ら
れ
る
か
な
あ
、
苦
手
な
も
の

が
出
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
不
安
も
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
食
べ
ら
れ
る

分
は
し
っ
か
り
食
べ
て
、
お
か
わ
り
も
し

て
い
ま
す
。「
今
日
は
、
コ
ー
ン
が
入
っ

て
い
る
よ
。」
「
お
味
噌
汁
、
美
味
し
い

ね
。」
と
頬
張
っ
て
い
ま
す
。
食
べ
る
量

は
個
人
個
人
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
一
人
ひ

と
り
が
食
べ
る
量
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

何
で
も
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
、
伸

び
よ
う
と
全
力
で
取
り
組
む
一
年
生
の

姿
が
眩
し
い
毎
日
で
す
。

なんのほんをかりようか…

きょうのおはなし、なにかなせかんどぶっくをもらったよ

きゅうしょく、おいしいね

みんなでふきふき、おそうじ

四
月
に
入
学
し
て
か
ら
だ
い
ぶ

学
校
に
慣
れ
て
き
た
一
年

生
。毎
日
元
気
に
学
校
に
登
校
し
て
き
ま
す
。

入
学
し
た
て
の
頃
は
、

「
疲
れ
る
み
た
い
で
、
夕
飯
を
食
べ
な
が
ら

こ
っ
く
り
こ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。」

と
い
う
お
話
を
お
家
の
方
か
ら
聞
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
体
力
も
少
し
ず
つ
つ
い
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

学
校
で
は
、
休
み
時
間
に
な
る
と
芝
庭
に

出
て
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
で

す
。
一
番
は
鬼
ご
っ
こ
、
そ
れ
か
ら
ブ
ラ
ン

コ
遊
び
・
滑
り
台
遊
び
が
人
気
で
す
。
上
り

棒
や
雲
梯
、
蛙
捕
ま
え
や
お
花
摘
み
を
す
る

子
も
い
ま
す
。
待
ち
き
れ
な
く
て

「
遊
び
の
時
間
い
つ
？
」

と
い
う
質
問
も
飛
び
出
し
ま
す
。
そ
し
て

休
み
時
間
が
終
わ
る
と
、
額
に
汗
を
か
き

な
が
ら
高
揚
し
た
表
情
で
教
室
に
戻
っ
て

き
ま
す
。

授
業
で
は
、
あ
こ
が
れ
の
お
姉
さ
ん
・
お

兄
さ
ん
の
よ
う
に
、
鉛
筆
を
持
っ
て
何
か
を

書
く
こ
と
が
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
と
い
う

感
じ
で
す
。
プ
リ
ン
ト
が
配
ら
れ
る
と
、
お

手
本
通
り
に
書
こ
う
と
緊
張
の
面
持
ち
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
慣
れ
っ

こ
に
な
っ
て
し
ま
う
平
仮
名
の
書
き
取
り

も
、
今
は
と
て
も
新
鮮
な
よ
う
で
す
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
学
習
も
始
ま

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
本
の
中
か
ら
自
分

が
興
味
の
あ
る
本
を
選
ぶ
楽
し
さ
、
広
い

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
読
む
嬉
し
さ
を
味

たのしくがっこうにいってます
・・・五月の一年生の姿から・・・

じょうずにかけるかな

にげろ にげろ つかまるな

はるさがしのさんぽ、きもちいいね

■交付枚数　子ども1人につき 4 枚

■交付対象者　平成 27 年 4 月1日以降に母子手帳の交付を受けた方／平成

28 年 4 月1日時点で 1歳未満の乳児がいる家庭

■使用期限　母子手帳の交付を受けた日から子どもの 2 歳誕生月の末日まで

※利用方法、ご不明点につきましては、教育委員会事務局 子ども支援係まで

お問い合わせください。

まちの話題　Town Topicsまちの話題　❻ Town Topics

ペリネイタルビジット受診券を交付します

 赤ちゃんを迎える前から小児科医にあってみませんか Topics

これからお父さんお母さんになる方が、妊娠中から小児科医を訪ねて赤ちゃ

んを迎える準備や出産後の子育てのアドバイスを受けながら、安心して

子育てがはじめられるようお手伝いをする取り組みとして「ペリネイタルビジッ

ト」があります。子育て支援事業として、今年度から母子手帳の交付と一緒に、

ペリネイタルビジットの無料受診券を交付します。

　　　　　　問教育委員会事務局 子ども支援係☎（255）5923

健やかに年を重ねていくために、健康や認知症について仲間と一緒に学んでみませんか。体を動かしたり、健康づくりに

参考になる食事をしたり、とても楽しい講座です。講座終了後は、「安心して暮らせる町づくり」にあなたの力を少し貸

していただけませんか。講座の日程は以下のとおりです。1回だけでもお気軽に受講してください。

健康について仲間と一緒に学びませんか

 ～めざそう健康の達人～「介護予防サポーター養成講座」
Topics

申込み：住民福祉課 地域包括支援センター係☎（２５５）４２１４　

認知症はじめ、年齢を重ねることによっておこる不安は誰もが共通です。そし

てひとり暮らしや高齢者のみの世帯も増えています。私たちが暮らし続ける

この町で安心して年を重ねていくために、今、何が求められているのか一緒に考え

ましょう。

■日時　6 月 14 日火　14：00 ～ 16：00

■場所　信濃町総合会館 2 階　大ホール

■その他　参加料無料／申込み不要　どなたでも参加いただけます。

■講師　中澤 純一 氏／ NPO 法人 やじろべー代表（日本認知症ケア学会代議員）

大好評の講演会を今年も開催します

 講演会「年を重ねても安心して暮らせる町づくり」
Topics

問住民福祉課 地域包括支援センター係☎（２５５）４２１４

熊本地震の被災者に対して、心よりお見舞い申し上げます　

 熊本地震への災害支援を行いました
Topics

4月 14 日から発生した熊本地震により、被災された地域、被災された皆

様方には、心よりお見舞い申し上げますとともに、不幸にしてお亡くな

りになられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。一日も早く、復旧・復興

されますことを願い、町では被害に遭われた熊本県内の町村に対する支援

の一環として、55 万円を公費義援金として送りました。また、長野県から

の要請により、20 日には備蓄食料 600 食と 500ml の飲料水 360 本を提

供させていただきました。

講師　中澤 純一 氏

日にち 時　間 場　所 主　な　内　容

6 月 14 日火 14:00 ～ 16:00 総合会館 「年を重ねても安心して暮らせる町づくり」
　　　　　　　　　　　　　　※初回のみ公開講座

7 月 5 日火 14:00 ～ 16:00 いきいき倶楽部 「認知症サポータ－養成講座」
8 月 4 日木 14:00 ～ 16:00 地域交流施設 「足を元気にしよう！楽しくストレッチ」
9 月 8 日木 14:00 ～ 16:00 いきいき倶楽部 「これからも正しい姿勢で健康づくり」
10 月 6 日木 11:00 ～ 14:00 保健センター 「血管を守るための食事」講話と実食 (^^ ♪
11 月 10 日木 14:00 ～ 16:00 いきいき倶楽部 「地域ボランティアって何？」
12 月 6 日火 11:00 ～ 14:00 地域交流施設 「みんなが主役の町づくり」・昼食会

長野県地域発元気づくり支援金活用事業

 お米のコンクールを開催します Topics

町制 60 周年記念イベントとして「信濃町お米のコンクール」を開催します。

コンクールでは、あきたこまち・コシヒカリ品種別の上位3位までを表彰し、

受賞された商品は「朝米・夜米」パッケージで販売し、PR を展開します。詳細申込

みについては 8 月頃に広報でお知らせしますので、是非参加をお願いします。

■開催時期　平成 28 年 10 月下旬予定 ( 新米収穫後 )

■審査方法　食味測定機による食味鑑定／有識者や町関係者による味見

■参加者　　町内の圃場でお米を栽培する農家 (20 名程度 )

　　　　　　問産業観光課 農林畜産係☎（255）3113

ひだまりセンター利用者と野尻保育園児の交流会

 笑顔あふれる楽しい時間となりました
Topics

ひだまりセンター利用者は 5 月 13 日、好天の中、野尻保育園の園児

たちと一緒に保育園で花植えと交流会を行いました。ひだまりセン

ターは地域活動支援センターとして、障がいのため働くことが難しい方

などが社会との交流や創作活動などを通して、地域生活を送るための通

所施設です。保育士の「一緒にやってみよう！」の声がけから、ひだまり

センター利用者も園児も協力しあって花植えし、交流会では仲良く楽し

く過ごしました。

　なお、町内 4 保育園で毎年交流している本事業は、信濃電気精錬株式会

社様から障がい者福祉の充実を目的に寄附をいただき実施しています。

「ペリネイタルビジット受診券」
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